
月
下
旬
に
於
て
一
同
其
以
後
約
十
日
置
に
総

τ附
同
の
撒
布

を
な
せ
ば
殆
ん
ず
被
害
な
き
ま
で
に
諌
防
し
得
ら
る
』
は
余

の
賓
験
す
る
所
な
り
此
の
撒
布
期
は
岡
山
脈
内
は
略
同
じ
か

土

壊

の

肥

絡

一

言

土
壌
の
肥
滑
に
就
て
講
演
す
る
に
先
だ
ち
本
問
題
の
意
味
に

就
て
一
言
す
る
の
要
あ
る
可
し
本
題
の
意
味
を
賞
用
的
立
場

よ
り
解
縛
す
れ
ば
或
る
土
嬢
に
或
る
作
物
を
栽
培
し
た
る
場

合
の
牧
穫
物
の
多
寡
は
即
も
其
土
壊
の
肥
癖
を
表
す
も
の
さ

云
ひ
得
可
き
も
牧
種
物
の
多
寡
は
軍
に
土
壌
の
良
否
に
の
み

関
係
せ
令
作
物
の
生
育
に
醐
係
あ
る
穂

τの
事
項
の
良
否
に

支
記
せ
ら
る
』
も
の
な
り
従
て
.
土
壌
其
物
の
良
否
の
み
が
即

も
牧
積
物
の
多
寡
を
来
す
原
閣
官
考
ふ
る
事
能
は
ぎ
る
場
合

あ
る
可
し
成
は
之
等
外
界
の
事
情
を
同
一

Z
し
て
考
ふ
る
場

合
に
於

τも
作
物
の
禰
類
を
異
に
す
る
場
合
叉
土
壌
の
作
物

に
劃
す
る
影
響
は
必
令

L
も
同
一
な
ら
守
一
克
よ
ら
総
て
の
事

る
ぺ
き
も
地
方
に
よ
り
て
は
多
少
の
差
ゐ
る
こ

E
嘗
然
な
b

z信
4
7
唯
撒
布
の
時
季
芝
方
法
等
桝
究
せ
き
れ
ん
こ
芭
を
望

む

ハ

大

正

人

年

十

二

月

)

病
〈ー)

農

串

博

士

大

繁

杉

情
如
何
な
る
作
物
を
栽
培
し
た
る
場
合
に
於
け
る
土
壊
の
肥

椿
に
就
て
信
用
す
可
き
研
究
成
績
を
車
「
る
事
は
土
壌
事
攻

究
の
最
終
目
的
に
は
相
違
な
き
も
研
究
事
項
極
め
て
錯
雑
し

少
〈
さ
も
今
日
の
進
歩
の
程
度
に
て
は
頗
る
困
難
な
る
問
題

な
る
可
し
然
れ
ざ
も
以
下
論
述
す
る
所
必
4
7
し
も
賞
際
問
題

に
鯛
れ
ぎ
る
に
非
今
或
は
之
れ
に
鯛
れ
或
は
之
れ
芭
全
〈
相

離
れ
極
め
て
漠
然
た
る
意
味
に
於

τ論
述
す
る
の
止
な
き
な

b
従
っ
て
以
下
記
述
す
る
事
項
の
中
戒
は
研
究
の
資
料
さ
し

て
哉
は
賞
際
栽
培
の
事
に
嘗
る
に
際
し
多
少
の
奉
考
ご
す
る

に
足
る
も
の
め
ら
ば
演
者
の
補
足
す
る
所
ご
す
若
し
其
れ
他

日
研
究
の
後
蝿
仁
賞
用
す
る
に
足
る
の
成
績
を
皐
げ
ん
事
は

演
者
修
生
の
目
的
芭
す

苦L
丸



以
上
の
意
味
仁
按

τ主
壕
の
肥
痔
を
論
4
F
る
に
嘗

b
其
方
法

は
積
々
の
方
法
ゐ
る
可
き
も
演
者
は
先
づ
衣
の
四
項
長
就

τ

作
物
生
育
に
及
ぽ
す
聞
係
め
大
要
を
遮
ぺ
哉
は
先
人
の
成
績

を
配
蛾
も
之
れ
を
批
評
し
又
は
渡
者
の
賞
験
成
績
を
附
加
し

T
以

τ土
壌
肥
痔
の
如
析
な
る
も
の
な
る
か
の
大
・
要
を
飽
き

ん
ま
す

第
一
項

第
二
項

第
三
項

第
四
項

止
壊
の
化
事
的
成
分
の
聞
係

主
催
峨
の
理
畢
的
成
分
の
闘
係

土
績
の
細
菌
の
欄
係

止
漉
中
の
有
害
物
の
聞
係

第
一
項
土
壌
の
化
事
的

成
分
の
関
係

即
も
土
壌
中
の
作
物
に
必
要
な
る
養
分
Z
作
物
生
育
の
闘
係

な
り
問
題
に
入
る
に
先
だ
ち
作
物
或
は
植
物
の
替
養
分
に
就

て
龍
蔵
す
る
の
必
要
ゐ
る
可
し
植
物
の
替
養
分
に
就
て
住
意

す
る
に
至
れ
る
は
蓋
し
西
紀
一
六

O
O
の
年
代
以
後
の
事
な

る
可
し
即
も
始
め
て
へ
ル
毛
ン
ト
民
は
水
を
以
て
植
物
の
毎

聾
な
b
Z
し
定
量
の
土
砂
に
柳
を
栽
培
し
箪
に
水
を
供
給
す

る
の
み
に

τ二
年
の
後
柳
は
其
重
量
を
増
加
せ
し
に
砂
は
謀

重
量
を
減
少
せ
ぎ
る
事
を
賞
験
せ
h
y
ポ

4
酌

F

民
も
亦
大
僧
岡

宮尾。

穫
ハ
植
物
は
異
に
す
】
の
賞
験
を
試
e
O
た
る
結
果
結
論
し
て
云

は
〈
水
よ
り
虫
類
『
ス
ピ

9
ヅ

ar
』
抽
等
生
成
せ
ら
れ
以
て
植

物
の
普
養
吉
な
る
可
し
Z
な
せ
り

西
紀

二
ハ
五

O
年
『
グ
ラ
h
y
N
1
氏
』
は
締
罰
を
以

τ植
物
の

替
養
物
な
b

t
な
す
椴
殺
を
提
出
し
肥
料
の
慣
値
及
び
土
壌

の
肥
椿
は
金

1
右
硝
石
¢
存
在
に
依
b
て
支
配
せ
ら
る
h

も

の
芭
な
せ
り

「
ク

1
4
P
民
い
は
腐
植
質
中
作
含
有
ぜ
ら
る
品
一

輔
の
物
質

を
以
て
普
養
物
涯
な
し

一コベ

1
P
A
1
4
J
氏
」
は
植
物
は
土
壌
の
汁
械
を
殴
牧

L
て
自

己
の
替
養
物

t
な
す
さ
考
へ

右
汁
液
を
以
て
動
物
鴨
及
植
物

慌
の
腐
朽
せ
る
も
の
よ
b
生
命
7
Z
考
へ
た
り
・

以
上
の
如
き
論
戦
の
聞
に
農
業
の
賞
際
的
方
面
は
著
し
き
遁

歩
を
な

ι西
紀

+
七
三
O
年
ゼ
ス

1
ロ
、
タ

1
P
民
解
転
の

作
物
生
育
上
触
〈
可
ら

g
る
事
を
強
識
し
土
獲
の
微
位
を
以

τ植
物
の
替
養
に
必
須
の
物
質
な
る
事
を
主
張
せ
り
西
紀
一

七
五
O
時
代
以
後
作
物
替
養
に
闘
す
る
立
論
膏
観
を
改
め
ア

r
'
1
.
A
E
Y
グ
民
は
植
物
の
普
聾
物
を
以
て

一
つ
の
物
質

に
蹄
す
る
従
来
の
諸
説
を
難
じ
穂
子
賞
地
栽
培
試
験
の
結
果

空
気
、
水
、
土
世
.
輔
品
川
の
瞳
類
.
脂
油
及
火
鍋
等
何
れ
も
生

育
に
必
須
の
も
の
ご
し
普
聾
問
題
の
決
定
に
闘
し
植
木
鉢
試



験
及
植
物
慌
の
骨
折
切
必
要
な
る
を
強
説
せ

b
西
紀
一
七
年

-
年
Y

9
ス
a
r
V
1
氏
は
植
物
は
空
集
を
清
揮
に
し
動
物
は

之
れ
を
不
潔
に
す
る
働
あ
る
事
を
接
見
せ
b
4
Y
ゲ

Y
A
由
y

-

Y
氏
は
光
線
の
存
在
に
於

τの
み
植
物
が
空
無
を
清
揮
に
な

す
働
あ
b
で
暗
所
に
て
は
其
働
き
動
物
の
場
合
志
同
様
な
る

事
を
接
見
せ

b
西
紀
一
八

G
0年
代
に
歪
h

リ
ソ

l
u
v
ヲ
ル
民

の
定
量
的
試
験
法
接
見
に
依
b
植
物
管
聾
に
関
す
る
併
究
は

長
足
の
撞
歩
を
な
ぜ

b
即
ち
氏
は
植
物
の
呼
駿
及
炭
焼
瓦
斯

の
同
化
せ
ら
る
h

に
就
き
定
量
的
解
決
を
な
し
夏
に
植
物
館

の
灰
停
に
就
て
も
亦
有
力
な
る
成
債
を
摩
げ
た
り
ヂ
!
ピ

1

民
は
ソ

1
v
ヲ
ル
氏
の
如
〈
植
物
が
炭
素
を
輩
〈
空
無
中
よ

b
揖
取
す
る
も
の
さ
せ
合
守
し
て
寧
ろ
一
般
に
は
植
物
は
殺
棄

を
地
中
よ
b
殴
牧
す
ど
な
し
脂
油
、
油
煙
等
の
効
果
を
以
て

其
裁
棄
の
合
有
量
高
き
に
依
る
芭
せ
b'

ペ
ル
チ
エ
リ
ク
ス
民
は
叉
同
様
に
植
物
は
其
茨
棄
を
土
壌
中

の
腐
植
質
よ
b
殴
牧
す
ピ
な
ぜ

b

西
紀
一
八
三
四
年
「
プ
ツ
サ
ン
プ

1
氏
」
は
栽
培
試
験
及
定
量

骨
折
の
方
法
に
依
ち
輪
栽
の
影
響
に
就
て
詳
密
な
る
攻
究
を

試
み
行
ズ
プ

ν
ン
グ
ル
」
民
は
植
物
館
内
の
無
機
分
に
就
て
研

究
し
て
個
内
の
無
機
舟
の
植
物
生
育
に
必
要
な
る
可
き
を
推

定
せ
b

西
紀
一
八
三
八
専
「
U
V

ユ
グ
ユ
ラ

1
民
」
始
め
て
土
填
の
物
理

的
方
面
に
就

τ研
究
を
試
み
た
れ
ぎ
も
臨
時
に
記
載
す
る
の
新

接
見
を
得
ぎ
ち
き

然
れ
ぜ
も
西
紀
一
八
四

O
年
「
9
1
ピ
ツ
ヒ
」
氏
名
著
「
農
事

及
生
理
串
に
鹿
用
し
た
る
化
事
」
を
盛
表
す
る
に
歪
，b

τ
従

来
の
串
界
に
甚
大
な
る
磨
動
を
も
た
ら
せ
b
民
は
腐
植
質
を

似
て
妓
素
の
給
源
Z
な
す
従
来
の
事
説
を
打
破
し
て
植
物
は

只
其
農
業
を
空
無
中
の
炭
酸
瓦
斯
よ
b
揖
取
す
る
も
の

Z
し

τ夏
に
水
素
及
酸
素
は
水
よ

b
寝
素
は
「
ア
シ
を
ユ
ヤ
」
よ
り

揖
取
す
芭
な
し
又
積
物
質
物
の
畿
養
に
触
「
可
ら
.8
る
を
力

説
せ
ち
然
れ
ず
も
氏
は
窒
素
の
給
振
を
以

τ空
無
中
の
「
ア

ン
4

t

F

一
ヤ
」
に
て
主
A
W
な
h
z
L肥
料
さ
し
て
は
輩
に
「
ア
W

カ
リ
1
」
及
燐
酸
聾
を
供
給
す
る
を
以
て
足
れ

b
zな
や
る

は
蓋
し
餓

b
に
磯
物
質
に
重
き
を
置
き
過
ぎ
し
結
果
に

L
て

?
1
ス
氏
及
ゼ

p

d

p

ト
氏
等
ハ
一
八
四
七
1
7
A五
在
)
の

詳
細
な
る
栽
培
試
験
の
結
果
遂
に
窒
素
肥
料
の
必
要
を
承
認

す
る
の
止
む
な
き
に
歪
ち
た
れ
ぎ
も
蓋
し
民
の
積
物
質
設
は

近
時
植
物
生
理
化
事
及
施
肥
上
の
椴
底
を
な
す
も
の
に
し
1

τ其
放
績
の
威
武
な
る
事
輸
を
用
ひ
令
氏
は
所
謂
「
，

I
ピ

ヒ
」
氏
最
少
申
唱
を
畿
見
し
養
勢
の
場
合
に
於
て
は
腕
々
の
養

砂
中
}
成
n
T
に
し
て
不
足
せ
ん
か
他
成
持
は
如
何
に
存
庄
す

，包

* 



る
も
植
物
は
順
等
な
る
生
育
を
な
す
事
飽
は
や

z
e
b此
事

は
養
升
に
就

τの
み
な
ら
や
荷
〈
色
植
物
生
育
日
開
係
あ
る

総
て
の
事
項
は
皆
同
様
の
聞
係
あ
る
も
の
に

τ即
ち
植
物
の

生
育
は
種
々
の
閥
係
要
素
の
中
最
少
量
に
存
在
す
る
部
分
に

支
配
せ
ら
る
h

も
の
な
る
を
畿
見
せ
り
後
「
タ
オ
ル

フ
氏
」
は

精
々
の
替
養
分
の
中
特
抑
制
の
も
の
は
其

一
部
分
は
他
の
成
分

に
依
・
9
代
用
し
得
ら
る
可
き
を
接
見
せ
り
例
へ
ば
曹
速
が
加

里
の
}
部
分
を
代
用
し
得
る
が
如
き
此
好
例
な
り
さ
す
成
は

「
ク
ノ
ツ
プ
」
氏
に
依
h
y
水
耕
法
さ
稽
し
既
知
の
成
分
を
有
す

る
培
養
液
を
以
て
植
物
を
栽
培
す
る
の
方
法
接
見
せ
ら
れ
植

物
替
聾
に
闘
す
る
研
究
盆
A

正
鵠
白
域
に
遣
し
以

τ今
日
に

至
れ
ら
以
上
の
如
〈
戒
は
栽
培
試
験
に
依
h
v
或
は
植
物
憾
の

骨
折
に
依
り
植
物
生
育
に
必
須
の
構
養
棄
を
左
の
!
元
素
芭

な
す
を
普
通
ざ
す
、
即
も
茨
素
、
水
素
、
酸
素
、
窒
素
硫

黄
、
焼
、
臨
「
マ
グ
ネ
シ
ヲ
ム

h
カ
ル
ジ
ラ
ム
」
「
ーホ
〆
ツ
シ
ユ

ム
』
之
れ
な
h
y
何
満
俺
、
沃
素
、
弗
素
等
は
或
る
植
物
に
存

在

L
之
を
少
量
に
典
ふ
る
時
は
生
育
の
状
態
可
良
さ
な
れ
ざ

も
必
須
の
普
養
素
に
は
非
ら
ぎ
る
蜘
〈
箪
に
刺
戟
質
物
さ
し

て
時
に
臆
用
す
る
事
を
得
可
し
陸
棄
は
常
に
植
物
種
内
に
存

在
す
れ
ざ
も
必
要
峡
〈
可
か
ら
ぎ
る
成
分
に
は
非
ら

g
る
が

如
〈
詑
V
之
が
施
用
に
依
h
v
生
育
可
良
吉
な
る
場
合
あ
れ
ば

* 

此
動
一
双
研
究
を
要
す
可
し
曹
達
は
植
物
館
内
に
常
に
存
在

す
れ
ず
も
欠
〈
可
か
ら
ざ
る
成
分
に
は
非
合
ヲ
た
γ
加
里
の
一

部
分
を
代
用
す
る
働
き
t
の
れ
ば
遁
嘗
に
施
用
せ
ば
奏
効
あ
ら

ん
も
其
賞
用
法
に
就
て
は
備
ほ
幾
多
の
試
験
を
要
す
可
し

以
上
は
植
物
の
替
養
物
に
闘
す
る
大
要
の
記
載
に
し
て
夏
ら

に
之
が
給
源
に
就
て
考
察
す
る
に
以
上
十
元
素
の
中
炭
素
U

空
気
中
よ
り
水
素
は
水
ご
し
て
酸
素
は
水
及
空
無
中
よ
り
硫

黄
は
土
壌
中
の
硫
酸
離
の
如
き
給
源
に
て
定
分
さ
せ
ら
る
h

如
き
も
近
時
硫
黄
を
施
肥
し
'て
効
果
あ
る
事
を
報
告
す
ゐ
も

の
ゐ
れ
ざ
も
此
硫
黄
は
植
物
に
借
養
物
ご
し
て
・
吸
牧
せ
ら
る

h

よ
り
は
他
の
間
接
の
作
用
に
依
る
な
る
可

L
・
織
は
土
嬢

よ
b
の
供
給
を
以
て
奄
分
さ
せ
ら
る
h

を
普
通
芭
し
只
特
輔

の
作
物
特
輔
の
場
合
に
於
て
の
み
餓
躍
の
施
用
を
有
利
ざ
す

る
が
如

ι「
マ
グ
ネ

ν
ユ
ム
」
は
土
壊
の
供
給
に
て
足
り
、
只

歯
周
除
の
竃
素
、
焼
、
ポ
タ
ツ
ジ
ユ
ム
、
及
「
カ

ν
ジ
ク
ム
」
に

就
て
少
し
(
攻
究
を
試
む
る
の
要
あ
る
ぺ
し
先
づ
窒
素
に
就

て
考
ぷ
る
に
作
物
の
要
す
る
窒
素
の
量
は
次
表
に
依
b
大
体

を
知
り
得
可
し

即
も
-
町
歩
の
牧
積
物
に
就
き
(
草
位
キ
ロ
グ
ラ
ム
)

小
窟
智
大
馬
鈴
薯
七
五
、
砂
構
大
棋
七
五
、
蕗
の
裏
一

O
O、

煙
車
一

@
O、
蹟
豆
一

0
0
.
稿
八
豆
等



布
の
窒
棄
の
給
源
に
就
て
考
ふ
る
に
先
づ
空
素
中
に
は
「
ア

シ
屯
ユ
ア
レ
及
梢
醜
の
微
量
を
合
有
し
雨
水
或
は
降
雪
に
際

し
葉
幾
部
は
土
壌
に
供
給
せ
ら
る
可
〈
其
最
は
場
合
に
依

b

一
定
せ

g
る
べ
き
が
故
に
此
に
関
係
す
る
研
究
成
績
は
相
一

致
せ
ざ
る
も
大
鶴
一
年
間
に
一
町
歩
に
劃
し
ニ

O
「
キ
ロ
グ

ラ
ム
」
を
出
で
ぎ
る
可
し
(
東
京
農
科
大
事
に
於
り
る
結
果
は

一
五
、
七

.
キ
ロ
グ
ラ
ム
)
品
開
ほ
と
等
の
可
溶
性
窒
素
が
土
嬢

に
降
下
せ
し
後
流
失
せ
ら
る
h

事
ゐ
る
を
考
ふ
れ
ば
空
気
中

よ
り
植
物
に
既
牧
せ
ら
る
、
窒
棄
の
量
は
萱
科
植
物
の
如
く

空
無
巾
の
遊
離
窒
素
を
利
用
す
る
力
あ
る
作
物
の
以
外
の
場

合
に
は
前
記
二

0
キ
ロ
グ
ラ
ム
よ
り
著
し
〈
少
し
ご
す
る
を

遁
嘗
ご
し
従
っ
て
作
物
の
要
求
す
る
残
除
の
憲
棄
を
輩
〈
土

壌
の
供
給
に
仰
が

5
る
可
ら
宇
土
壊
の
窒
素
の
含
量
は
其
腕

類
に
依
り
異
な
る
も
大
鵠
Q
、
一
係
位
さ
考
ふ
る
を
穣
嘗
ご

す
可
〈
従
つ

τ之
を
深
さ
一
二

O
縄
面
積
↓
町
歩
に
費
し
て
計

算
す
る
時
は
大
輔
四
。

0
0
キ
ロ
グ
ラ
ム
ご
な
b
此
窒
素
全

部
が
楠
物
に
利
用
せ
ら
る
h

さ
せ
ば
別
に
窒
素
に
就
て
考
慮

す
る
の
要
な
き
も
土
壌
中
の
窒
素
は
「
ア
ン
4

t

s

，
ア
」
蔵
は
硝

酸
の
船
〈
直
仁
植
物
に
利
用
せ
ら
る
h

形
態
に
は
寧
ろ
微
量

に
存
在
し
大
部
分
は
有
機
化
合
物
、
の
形
態
に
存
在
し
て
分
解

め
後
「
ア
ン
毛

ι

ャ
」
或
は
硝
酸
に
晶
君
化
し
た
る
後
始
め

τ剰

用
せ
ら
る
h

も
の
な
れ
ば
前
記
計
算
の
悶

0
0
0キ
ロ
グ
ラ

ム
中
其
直
接
利
用
せ
ら
る
h

は
微
量
な
る
可
し
土
域
中
の
窒

素
の
植
物
仁
利
用
せ
ら
る
h

割
合
は
積
々
の
事
情
に
依
り
影

響
せ
ら
る
可
き
が
故
に
'
一
定
の
数
字
を
皐
「
る
事
難
き
も
大

智
前
記
全
室
棄
の
百
分
の
二
位
吉
見
倣
す
事
を
得
可
き
が
如

〈
限
り
に
此
数
字
を
周
ふ
れ
ば
前
記
の
四

0
0
0キ
ロ
グ
ラ

ム
の
窒
索
中
植
物
に
既
牧
利
用
せ
ら
る
h

は
八

Q
キ
ロ
グ
ラ

ム
芭
な

h
之
を
前
に
掲
げ
た
る
植
物
に
必
要
な
b
，

Z
せ
ら
る

』
教
宇
Z
比
較
す
る
に
多
〈
は
少
し
〈
不
足
せ
る
が
如
〈
之

れ
に
空
無
中
よ
り
の
供
給
を
加
ふ
れ
ば
兎
に
角
一
作
は
差
支

な
{
篇
・
二
作
第
三
作
に
至
h
y
τ

人
工
的
に
供
給
す
る
事
な
げ

れ
ば
窒
棄
の
大
な
る
不
足
を
来
す
可
き
事
明
な
る
ぺ
し
焼
酸

の
場
合
に
就
て
も
同
様
に
其
一
町
歩
の
牧
穫
物
の
要
求
す
る

散
は
大
穂
左
記
の
如
し
〈
車
位
キ
一
グ
ラ
ム
》

穀
類
平
均
三

O
、
馬
鈴
薯
一
ニ

G
、
砂
構
大
根
一
一
一
五
、
疏
豆
一
一
一

G
、

之
れ
に
依
る
時
は
作
物
の
要
す
る
燐
酸
の
量
は
窒
棄
に
民
L

著
し
く
少
量
な
れ
ぜ
も
作
物
は
燐
酸
を
空
無
中
よ
り
少
し
も

掛
取
す
る
事
能
は
4
7
し
で
全
部
土
寝
中
よ
b
既
牧
せ

g
る
可

ら
宇
土
壌
中
の
焼
酸
の
量
は
窒
素
@
場
合
さ
同
様
に
土
噴
に

よ
り
著
し
〈
異
な
る
も
犠
均

0
・
一
，
φ
位
ぎ
す
る
を
標
嘗
さ

す
可
〈
此
中
植
物
に
利
用
せ
ら
る
は
蝦
令
ば
鱒
喰
一
石
原
或

宗
主



は
コ
石
灰
の
如
(
に
水
溶
性
成
は
比
較
的
可
溶
性
の
無
機
化

合
物
の
形
態
に
在
る
も
の
な
れ
ば
前
記

O
‘
一
%
の
焼
酸
は
悉

〈
作
物
に
利
用
せ
ら
る
h

も
の
に
非
守
全
焼
酸
の
中
幾
何
が

作
物
に
利
用
せ
ら
る
h

か
は
土
爆
の
純
類
及
和
A
H

の
事
情
仁

依
b
相
違
す
可
き
も
大
凡
前
配
全
燐
酸
の
千
舟
の
五
を
以
て

利
回
せ
ら
る
h

割
合
吉
見
倣
す
事
を
得
可
し
此
数
字
を
用
ひ

一
町
歩
の
土
痩
の
植
物
に
供
給
し
得
る
焼
酸
の
量
を
窒
棄
の

場
合
さ
同
様
に
計
算
す
れ
ば
二

0
キ
ロ
グ
ラ
ム
£
な
り
此
量

を
以
て
し
て
は
僅
に
一
作
を
支
ふ
る
事
す
ら
容
易
に
非
る
事

前
記
作
物
の
要
求
量

t
比
較
す
れ
ば
一
目
瞭
然
な
り
更
に
加

盟
に
就
て
も
同
様
に
し
て
特
純
の
土
壇
を
除
〈
の
外
常
に
人

尤
的
に
加
里
を
補
ふ
の
要
ゐ
る
也
以
上
の
如
〈
窒
素
、
焼
酸
、

加
里
の
三
成
分
は
常
に
人
工
的
に
所
謂
肥
料
ざ
し
て
之
等
の

一
三
成
舟
を
供
給
す
る
の
要
ゐ
り
て
吾
人
は
之
を
肥
料
の
三
成

砂
古
溝
す
而
し
て
幾
何
量
の
以
上
三
成
分
を
施
す
可
き
か
は

作
物
の
積
類
に
依
b
其
要
求
量
を
異
に
し
成
は
土
壌
聾
舟
に

卦
す
る
鹿
牧
カ
を
異
に
す
れ
ば
従
而
施
肥
量
に
影
響
ゐ
る
は

嘗
然
な
れ
ざ
も
叉
他
に
土
寝
中
の
既
牧
せ
ら
る
h

可
き
養
砂

の
多
少
に
左
右
せ
ら
る
前
配
計
算
に
就
て
は
金
成
分
量
蔵
ほ

其
利
用
せ
ら
る
h

準
を
一
定
に
し
て
計
算
骨
試
み
た
れ
ぜ
も

賞
際
に
於
て
は
土
曜
に
依
与
著
し
〈
差
異
を
示
す
も
@
に
し

犬
四

て
此
犬
小
は
即
ち
成
砂
上
よ
与
見
た
る
土
櫨
臓
の
肥
癖
の
別
る

h

所
ご
す
寄
れ
ば
土
壇
養
分
中
作
物
に
既
牧
利
用
せ
ら
る
h

部
品
万
を
可
殴
態
養
分
芭
名
〈
る
時
は
此
可
殴
態
養
分
量
を
決

定
す
る
は
土
壊
の
肥
痔
を
批
評
す
る
上
に
於
て
重
要
な
る
事

項
な
る
事
自
明
の
事
な
る

4
L

更
に
石
灰
に
就
て
考
ふ
る
に
植
物
の
要
求
量
に
劃
し
土
崎
県
中

の
石
灰
の
量
は
充
分
な
b
芭
考
へ
ら
れ
従
っ
て
植
物
養
分
の

供
給
な
る
意
味
に
於
て
特
に
石
灰
を
補
給
す
る
の
必
要
な
し

ご
せ
ら
る
h

が
如
し
賞
際
土
壌
中
の
作
物
に
吸
牧
せ
ら
る
べ

き
石
灰
の
量
は
窒
素
燐
酸
の
如
き
他
の
養
升
に
比
し
著
し
〈

大
な
る
場
合
多
き
は
事
貫
な
れ
ば
右
の
結
論
は
大
慢
に
於
て

正
賞
な
る
ぺ
き
が
如
き
も
温
暖
多
禄
な
る
本
邦
に
於
て
は
比

較
的
可
溶
性
の
石
灰
の
流
失
す
る
機
曾
の
漁
畑
山
外
に
大
な
る

場
合
多
き
事
近
時
に
至

h
簡
明
さ
れ
従
て
簡
単
に
前
記
の
如

〈
結
論
す
る
事
の
困
難
な
る
場
合
に
到
達
せ
ち
筒
石
灰
は
土

填
成
分
の
分
解
を
進
め
主
壌
の
理
串
的
性
質
を
改
良
し
換
は

土
填
中
の
植
物
生
育
に
有
害
な
る
物
質
に
割
し
除
害
的
効
果

を
有
す
る
等
輔
冷
の
間
留
の
作
用
を
有
し
但
令
ば
質
際
施
し
'

た
る
石
灰
が
養
分
E
し

τ殴
牧
せ
ら
る
h

事
な
く
さ
も
作
物

の
生
育
は
上
記
の
間
接
の
作
用
に
依
・
り
て
好
結
果
を
来
た
す

事
ゐ
る
ぺ
〈
此
爾
者
の

M
別
を
な
す
事
岡
難
な
れ
ぎ
も
兎
に



-
角
石
灰
は
屡
々
一
施
用
す
る
の
必
要
あ
れ
ば
之
も
亦
土
壊
の
良

否
に
関
係
あ
る
成
分
芭
す
此
等
四
成
升
の
決
定
に
あ
た
り
質

L

際
作
物
を
試
験
土
鳩
仁
栽
培
し
施
肥
の
純
類
、
骨
量
を
相
違

-e
Lめ
て
得
ら
れ
じ
結
果
を
以
て
土
壌
の
肥
椿
を
決
定
す
る

所
開
栽
培
試
験
誌
は
最
も
信
頼
す
可
き
方
，
法
な
れ
ザ
」
も
.
其
年

次
を
要
す
る
鮎
に
於
て
或
は
新
々
の
土
壌
柿
々
の
作
物
に
就

J

て
一
々
試
験
を
賓
行
す
る
事
可
成
悶
難
の
問
題
な
れ
ば
此
方

法
の
攻
究
ご
同
時
に

一
方
に
・
吋
験
室
内
に
於
て
骨
折
の
方
法

に
依
っ
て
之
を
決
定
す
る
方
法
の
攻
究
の
行
は
る
h

な
り
演

『者
は
後
者
に
就
て
其
大
要
を
述
ぺ
ん
さ
す

普
通
土
雄
の
化
事
的
分
析
に
於
て
は
窒
素
は
全
窒
素
を
燐
般

加
型
.
石
灰
の
如
き
は
熱
濃
厚
瞳
酸
に
可
溶
性
の
郁
分
を
舟

‘
.
析
定
置
す
る
も
の
な
れ
ば
普
通
分
析
に
依
b
表
は
き
る
h

敷

字
が
作
物
仁
利
用
せ
ら
る
分
量
を
表
は
す
も
の
に
非
ぎ
る
事

既
記
の
釦
〈
牝
串
持
析
の
結
果
の
多
少
に
依
b
植
物
に
利
用

せ
ら
る
郁
分
の
多
少
を
類
推
す
る
に
過
ぎ
や
而
も
之
れ
異
に

、類
推
に
も
て
屠
-R

想
像
全
〈
お
れ
る
場
合
な
き
を
保
せ
守
著

・し
き
例
ご
し
て
は
火
山
灰
土
中
の
矯
酸
は
分
析
結
果
に
於
て

‘は
沖
積
地
に
比
し
著
し
〈
大
な
る
を
普
通
ご
す
れ
ず
も
作
物

に
利
用
せ
ら
る
h

部
分
の
量
は
前
者
は
極
微
に
・
し
て
後
者
は

比
鞍
的
多
き
が
如
き
場
合
ゐ
ち
此
例
は
寧
ろ
極
端
の
例
な
れ

ぜ
も
骨
折
結
果
に
除

b
に
重
き
を
置
〈
事
能
は
ぎ
る
は
真
理

な
ら

・

然
れ
ざ
も
右
分
析
結
果
を
あ
る
標
準
敏
に
比
較
し
て
以
て
土

域
中
の
養
分
の
批
評
を
試
み
ん
ご
す
る
も
の
あ

h
此
試
み
は

数
多
の
畢
者
に
依

b
賀
行
せ
ら
れ
従
っ
て
其
放
字
は
皆
能
〈

ご
寂
す
る
に
非
4
7
今
一
例
ご

L
で
づ
ヲ
ヲ
ル
ト
マ
ン
民
」
の
数

字
を
記
載
す
れ
ば
次
の
如
し

• 
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肥沃土

(僅少の焼ペ
を施す必要、
あるもの / 
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(鍵酸を施}
す必要ゐk
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場主

(焼酸及加重)
を摘す必要}
あるもの ' 

-哨薄土

(3??き)
O.12:-0，~O事加里 0.08・4九12%

0-07ー に10場融 u.04-'U.O!t

0.25-<1.51) 

。v
.，.且0.06 

石灰 υ.10ー0.2.5

窒素 0.03-0.舗
やルヲルJt)

右
衰
の
知
き
標
準
敷
古
賀
際
分
析
し
た
る
数
字
さ
比
較
し
て

リ
其
土
鳩
の
良
否
を
推
定
し
得
ざ
る
に
非
ぎ
れ
ざ
も
之
れ
元
よ

り
推
定
に
池
ぎ
や
近
時
「
d
d

ン
ス
」
氏
は
土
域
分
析
の
結
果
を

(
直
酸
に
舟
解
せ
ら
れ
じ
成
分
V

各
成
分
の
砂
子
敏
に
換
算
し

F

各
成
分
の
舟
子
量
を
以

τ分
析
結
果
を
除
し
u
磐
土
の
分
子

，
敏
に
比
較
し
た
る
各
成
n
?
の
分
子
散
の
割
合
所
繭
n
骨
子
比
を

針
算
じ
て
H
W
殿
、
磐
土
.
幽
軍
基
類
ハ
硫
酸
及
燐
酸
等
の
悦
緯

・
一
般
以
外
の
融
じ
結
合
ぜ

b
z考
へ
ら
る
』
敏
舛
を
械
じ
た
る

• 

大

* 

曲
四
億
》
に
排
し

τ次
の
如
〈

器
購
(
色
。
闘
)

H

嶋
h

け
〔
乱
闘
。
回
V

H

蝿
桝

U
U

い

W

H

】

日

目

な
れ
ば
飽
和
せ
る
土
場
に
し
て
次
の
如
〈

草
場
州
国

YVH嚇
凶
い
ハ
包
も
も

H酪
桝

〈
ω

H

H

H

八回・。

な
れ
ば
瞬
基
に
劃
し
て
未
飽
和
の
土
損
な
b
さ
し
酸
性
土
壊

は
後
者
に
相
嘗
す
ご
な
せ
り
土
壊
の
盤
酸
に
分
解
せ
ら
れ
し

椛
酸
、
磐
土
及
び
硫
酸
、

mm酸
等
に
結
合
せ
る
瞳
基
以
外
の

出
軍
基
鎖
が
主
ご
し

τ所
相
川
饗
酸
の
聾
類
ご
し
て
存
在
す
可

き
は
想
像
に
難
か
ら

g
れ
ば
上
記
の
如
〈
排
列
し
て
比
被
せ

ば
土
壊
の
性
質
を
批
判
し
得
可
し
唯
氏
の
如
〈
上
の
限
募
歓

字
が
果
し
て
飽
和
、
未
飽
和
の
直
査
に
用
ひ
得
ら
る
る
や
否

や
は
疑
問
な
れ
ぜ
も
若
し
大
略
同
一
事
情
に
在
る
土
焼
の

一

方
が
他
の
土
壌
に
比
し
上
配
の
加
〈
排
列
の
結
果
椛
酸
及
瞳

基
の
数
字
が
小
な
る
場
合
に
は
前
者
は
後
者
に
比
し
洗
灘
作

用
を
受
〈
る
事
大
に
従
っ
て
養
分
量
も
亦
少
か
る
べ
き
な
h
y

令
書
考
の
縛
め
演
者
が
分
析
し
た
る
土
壌
に
就
き
例
諾
ぜ
ん

ど
す
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酸化鰍F...e~o;J

テタ:..1(Tioll) 

鱒酸(P，Od)

酸化満俺(M凡80*)

石友(CRI})

苦土(Mgn)

曹連(Nnω

加型(KlIo)

硫階。08)

今
鱒
酸
及
硫
酸
は
喪
の
如
〈
堕
基
に
結
合
す
さ
せ
ば
畠
配
@

燭
醜
及
硫
織
の
結
舎
せ
る
喧
基
の
'
子
設
は
次
の
畑
し

官
且

V
2・

y
i

τ
4・
・
冒

EY
A
 

之
れ
に
依
れ
ば
上
配
ヒ
一
稲
の
土
擦
は
伺
れ
も
不
飽
和
土
蝿
に

し
て
其
程
度
は
I
H
m
の
順
に
漸
次
烈

L
か
る
ば
し
・

A
T
ま

大
工
原
博
士
の
方
法
に
依
b
蝿
佑
加
里
肢
を
加
へ
土
績
を
浸

出
し
て
其
酸
性
を
槍
す
る
じ
次
の
如
し

回

同

一

嗣

0

・a

∞・凶

1.Pllor;・ :lM2o.1即..Mgo， 

1 II 、 Jn
燦酸及硫酸に 0.024 O.ρ:~B 0.000 
結合せる蝿基

韓基の蝿余 ().370

m崎
南
限

0.1'19 1)・1~'i'

従τlit酸:馨土 t 瞳基・熱灼の
.際損失

0.370 2.:33 

0.179 2.~6 

0.127 13.僧

1.例》

1.00 
日
り

内
リ1

a
 

9.240 

2.000 

1.900 

同一同]町

】。・∞

土
曜
順
の
酸
性
は
土
壌
が
堕
基
仁
鍛
乏
す
る
ほ
ざ
烈
し
か
る
可

き
が
故
に
上
@
結
果
は
南
者
よ
〈
一
致
す
る
も
の
ま
云
ふ
可

《
鮪
〈
の
肌

{

L
て
土
班
の
件
質
を
桝
究
す
る
は
誠
に
輿
味

ゐ
・
・
事
さ
信
会
?

* セ



上
記
は
普
通
土
壊
分
析
結
果
に
依

b
τ
土
臓
の
性
質
を
批
判

せ
ん
ご
す
る
方
法
な
れ
ざ
色
叉
別
に
賓
際
植
物
が
土
壌
中
よ

b
養
分
を
殴
牧
す
る
状
態
を
真
似
て
所
調
可
殴
態
養
舟
の
定

量
を
試
む
る
も
の
あ
b
其
方
法
は
楠
々
あ
れ
共
植
物
根
が
農

醜
瓦
斯
叉
は
有
横
酸
を
舟
泌
し
以
て
土
填
養
分
を
溶
解
す
さ

考
へ
或
は
炭
酸
瓦
斯
飽
和
水
に
て
土
曜
腐
を
浸
出

L
A院
は
一

μ

拘
燐
酸
液
稀
酪
酸
被
極
め
て
稀
薄
な
る
臨
隈
叉
は
硝
酸
を
以

て
士
墳
を
浸
出
す
る
方
法
あ
り
叉
は
土
壌
の
養
分
は
土
填
に

殴
牧
せ
ら
れ
居
る
部
分
な
る
可
し
さ
考
へ
或
は
臨
化
ア
ン
毛

-
一
ヤ
被
を
加
へ
て
殴
牧
せ
ら
れ
し
成
分
を
浸
出
し
哉
は
電
流

を
遁
じ
て
慢
出
す
る
等
の
方
法
ゐ
り
何
れ
も
相
等
の
奉
考
さ

な
る
事
明
か
な
れ
共
正
確
な
る
可
民
態
養
舟
の
定
量
を
寅
行

せ
ん
事
困
難
な
る
ぺ
し
近
時
土
域
中
の
植
物
薬
分
を
以
て
可

溶
性
の
股
態
に
在
る
も
の
さ
考
へ
土
壇
溶
液
の
併
究
漸
〈
盛

な
b
土
埠
溶
液
を
得
る
に
輔
が
の
方
法
案
出
せ
ら
れ
し
も
最

布
時
水
を
加
へ
て
慢
出
せ
ら
れ
し
郁
n
T
の
定
量
を
行
ひ
叉
は

穆
透
水
の
成
分
を
n
骨
折
し
て
土
鹿
溶
液
を
攻
究
せ
し
も
土
場

中
の
養
分
は
大
部
分
土
域
粒
子
仁
強
〈
既
牧
せ
ら
れ
居
る
溶

液
中
に
存
在
し
従
っ
て

t
配
の
如
き
簡
単
な
る
慢
出
の
結
果

は
異
の
土
規
溶
液
の
成
分
を
表
は
す
も
の
に
非
令
し
て
此
目

的
仁
肉
つ
て
は
上
記
股
牧
せ
ら
れ
し
溶
液
を
券
離
せ
ざ
る
可

'* .J¥ 

8
4
Y
Z
な
し
此
分
離
に
向
つ

τ椀
b

の
方
法
案
出
せ
ら
れ
た

b
即
も
人
工
植
物
根
Z
稽
し
て
素
焼
の
細
園
筒
を
土
織
に
挿

え
・し
管
の
内
部
を
真
空
に

ιτ
股
引
し

τ土
織
の
水
升
を
集

め
ん
ま
す
る
も
の
土
曜
摘
に
「
ア
ル
ヨ

1
w
」
の
如
き
液
僧
を
加

へ
て
土
填
溶
液

Z
置
換
せ
ん
ご
試
み
た
る
も
の
遠
心
R
T
離
器

に
て
分
離
せ
ん
さ
せ
し
も
の
パ
タ
ピ

y
油
を
加
へ
強
大
な
る

歴
力
を
以

τ抽
出
を
試
み
た
る
も
の
等
あ
り
之
等
の
諸
方
法

に
依
り

τ得
た
る
土
壌
溶
液
は
宵
際
の
土
埠
織
さ
多
少
異
な

る
吋
き
事
介
離
せ

L
量
の
少
き
等
斡
々
の
快
動
ゐ
b
只
最
後

の
油
塵
法
は
他
の
諸
方
法
に
比

L
成
積
の
見
る
可
き
も
の
あ

b
て
深
〈
研
究
の
慣
傭
あ
る
ぺ
し
近
時
ポ
コ

1
カ
ス
民
は
氷

勤
降
下
法
を
庖
用
し
て
土
蟻
溶
液
の
漉
度
を
測
定
す
る
の
方

法
を
案
出
せ
り
即
ち
溶
液
の
氷
動
は
溶
解
せ
し
成
舟
の
量
増

・

加
す
る
は
ぎ
降
下
も
亦
増
加
す
る
事
島
知
の
事
賓
な
り
叉
此

方
法
則
は
溶
液
中
じ
間
体
の
存
在
せ

g
る
場
合
に
就
て
立
謹

せ
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
土
鳩
等
の
間
体
粒
子
が
共
存
せ
る

場
合
果
し
て
通
用
し
得
可
き
や
否
や
は
頗
る
疑
問
な
り
ま
す

然
れ
ざ
も
前
記
ポ

ユ
1
カ
ス
氏
は
種
々
の
土
躍
に
就
て
賞
験

を
試
み
同
体
粒
子
の
存
在
は
土
鳩
の
場
合
に
は
差
支
な
き
事

を
認
め
土
境
破
の
濃
度
の
測
定
法
定
し

τ接
表
せ

b
其
方
法

は
大
形
の
試
験
管
に

ザ
五
グ
ラ
ム
の
土
埠
及
燕
傭
水

一
O
耗



を

λ
れ
混
和
し
た
る
後

J

吋
タ
タ
守

y
氏
寒
暖
計
さ
名
〈
る
特

楠
の
ぽ
婚
の
一
度
迄
目
盛
り
ゐ
る
寒
暖
計
を
挿
入
し
食
聾
及

氷
の
混
合
物
を
以
て
試
験
管
を
冷
却
す
る
時
は
建
に
管
内
の

土
J

婦
は
氷
結
し
寒
暖
計
の
示
度
は
一
定
の
慮
に
止
ま
る
が
故

に
之
を
以
て
糞
土
壊
の
氷
結
芭
し
更
に
同
様
に
燕
繍
水
の
み

を
氷
結
せ
し
め
し
時
の
示
度
さ
比
較
し
後
者
よ
ち
前
者
を
引

き
し
鳴
憶
は
土
壌
械
の
水
勤
時
下
の
度
数
に
し

τ土
壌
溶
液

町
農
度
高
き
ほ
ざ
此
降
下
も
亦
大
な
り
さ
ず
今

↓
例
さ
し
て

泊
者
が
各
地
農
事
試
験
場
の
肥
料
匝
及
無
肥
料
ぽ
酬
の
土
爆
に

就
て
得
た
る
結
果
を
列
記
す
れ
ば
次
の
如
し
0

4

水量占降
下度数

{無肥料匝 0∞o
肥料匝 O.ω5

}無肥料直 0.035
略料直 0.065

{無肥料直 0.021 
肥料隠 0.:目。

i無肥料匝 O.し00
)肥料蹟 0.070

1無肥料直 0.103 
1肥料匝 O必53

{無肥料匝 0∞o 
肥料隠 0.09:3

{無肥料国 。050
肥料匝 0.06()

j無肥料匝 0.06υ
U肥料匿 の.095

地

回

執岡野試験場
水 -回

贋島勝試験場
畑

山口J牒試験場
水 ・ 田

編岡眠試験場
水 田

寄川牒試験場
水 田

愛知幌試験場
水田

， ".腎験場

高:

水同

右
成
績
は
ポ
ユ

1
カ
ス
民
の
所
隷
の
知
〈
氷
酷
降
下
法
を
以

τ主
場
溶
液
の
温
度
を
測
定
し
得
る
事
を
示
す
如
き

6
此
積

の
賞
験
は
向
多
般
の
材
料
に
就
き
試
験
す
る
の
要
ゐ
争

以
上
は
主
ご
し
て
主
墳
の
無
構
成
俸
に
就
て
の
み
肥
椿
さ
の

関
係
を
記
載
も
た
れ
ぎ
も
偶
土
場
の
有
機
成
分
即
も
腐
植
質

古
橋
す
る
部
分
も
亦
植
物
成
育
に
至
大
の
閥
係
あ
れ
ば
之
に

就
で

一
言
す
る
の
要
ゐ

b
腐
植
質
は
極
め
て
複
雑
な
る
組
成

を
有
す
る
有
機
化
合
物
に
し
て
炭
素
、
水
素
、
酸
素
の
外
植
物

養
分
ご
し
て
は
窒
素
.
燐
及
段
牧
状
態
に
加
里
及
石
灰
を
含

有
す
竃
棄
は
更
に
分
解
し
て
ア
ン
毛
-
一
ヤ
或
は
硝
酸
さ
な
b

後
植
物
に
既
牧
せ
ら
れ
燐
は
分
解
極
め
て
悶
難
な
れ
ば
作
物

に
利
用
せ
ら
る
、
易
機
曾
少
か
る

イ
〈
加
里
及
石
灰
は
遁
嘗
な

る
事
情
に
於
て
は
作
物
の
養
分
ご
し
て
効
果
ぺ
ゐ
る
し
さ
信

や
叉
腐
値
質
は
作
物
に
養
分
を
供
給
す
る
の
働
の
外
成
は
砂

質
の
土
・
掃
に
粘
着
力
を
興
へ
粘
質
土
填
に
劃
し
て
は
電
粘
性

を
概
減
し
或
は
土
壊
の
養
分
に
劃
す
る
吸
牧
カ
を
増
す
'等
内

々
の
間
接
の
作
用
を
も
具
備
す
る
故
に
土
嵐
に
は
常
仁
有
機

質
肥
料
を
供
給
し
て
腐
楠
質
の
消
耗
を
補
は
ぎ
る
可
ら
や
土

壌
中
山
腐
植
質
の
組
成
に
就
て
は
極
め
て
多
数
の
梼
究

a
h

腐
植
質
の
三
大
別

t
し
て
中
性
及
酸
性
腐
植
質
を
皐
「
る
事

を
得
叫
し
前
者
は
葉
吸
牧
カ
を
飽
和
せ
ら
れ
し
腐
植
質
に
し

方
九



て
植
物
生
育
に
良
好
な
る
股
也
に
あ
れ
ぜ
も
後
者
は
洗
織
作

用
を
受
付
た
る
も
の
に
し

τ殴
牧
成
分
を
洗
臓

L
告
ら
れ
縛

め
に
不
飽
和
の
状
態
じ
在

b
従
っ
て
醸
性
佼
廊
を
呈
し
植
物

生
育
に
不
良
の
吠
態
に
ゐ
b
或
は
排
水
し
或
は
石
灰
を
施
し

飽
和
の
吠
態
に
せ
ぎ
れ
ば
長
〈
植
物
に
有
害
無
症
の
状
態
を

免
れ
4
7
0

腐
植
質
の
化
事
的
組
成
に
就
τ
h
y
V
4
V
4

酸
‘
?
ポ
グ
レ
イ

シ
瞬
、
内
y
w
ミ
シ
・
ク
ル
ミ
ン
酸
、
ヒ

ユ
ミ
ジ
、
ヒ
ユ
ミ
シ

酸
等
を
舟
離
し
成
は
砂
糖
に
濃
摩
酸
類
を
作
用
せ
し
め
て
生

守
る
黒
色
物
ご
の
比
較
桝
究
行
は
れ
た
る
も
土
属
中
の
腐
植

質
が
果
し
て
き
る
簡
車
な
る
組
成
を
有
す
る
も
の
な
ち
ゃ
否

や
頗
る
疑
問
な
h
v

ざ
す
4

X

F

V

ン
氏
等
の
精
密
な
る
桝
究

に
依
れ
ば
極
め
て
複
雑
な
る
柿
々
の
麗
質
有
機
物
が
互
に
結

• 
合
じ
て
「
ヨ
ロ

4
ド
、
ヨ
V
A
4
A
v
h
T

ス
」
を
形
成
し
た
る
ち
の

な
る
事
明
か
に

L
腐
植
質
を
以
て
簡
軍
な
る
物
質
よ
b
組
成

せ
ら
る
h

に
非

F
る
事
を
謹
明
せ
h
v
近
時
hv
み
芳
イ
テ

1
氏

は
再
び
腐
植
質
V
4
h
v
桶

9
0物
質
を
nr離
す
る
の
梼
究
舎
な

し
含
水
炭
素
類
.
酸
類
、
ア
ル
コ
ー
ル
類
、
ヱ
ス
テ
ル
類
蛋

白
の
分
解
生
成
物
、
脂
肪
、
樹
脂
類
等
極
め
て
多
放
の
有
機
化

合
物
を
分
離
せ

h
中
に
就
き
ニ
ヒ

V
ロ
オ
晶
T

U

F

F

-

ノ
ァ
，
U
F

酸
及
ぜ
ヨ

'
y
d
u
N
ポ
y
醜
は
極
め
て
微
量
に
し
て
強
旨
有

七
α 

寄
作
用
h
z
有
す
る
を
畿
昆
し
過
疎
悪
き
孟
嬬
の
薄
椿
な
る
原

閣
が
曙
々
此
等
化
合
物
の
存
在
に
鯖
閉

L
哉
は
排
水
し
て
酸

他
を
準
め
或
は
石
灰
を
施
用
じ
て
除
寄
の
貨
を
皐
げ
得
る
事

を
費
昆
せ
ち
鳳
生
博
士
も
那
鳥
取
臓
の
不
毛
な
る
黒
土
に
就
・

で
ピ
.ョ
，
V

カ
ル
ポ

ン
酸
の
存
在
を
確
め
石
灰
使
用
に
依
h
p

除
害
し
得
可
き
を
報
告
し
柁
b
要
之
腐
植
質
は
楠
々
⑪
勤
よ

b
考
ヘ
植
物
生
育
に
必
要
な
れ
・ざ
も
其
未
飽
和
の
も
@
は
却

で
有
害
な
れ
ば
未
飽
和
の
府
間
を
除
去
す
る
さ
同
時
に
石
灰

を
肱
て
飽
和
せ
し
め
ぎ
ゐ
ぺ
か
ら
守
。

第
こ
項
土
壌
の
理
撃
的

成
分
の
関
係

時
間
切
迫
せ
る
錦
め
本
項
以

F
械
め
て
簡
車
に
講
遁
せ
ぎ
る

可
ら
ず
る
を
遺
憾
さ
す
き
れ
ば
出
来
る
だ
け
普
通
照
曾
せ
ら

れ
居
る
事
賞
を
略
記

L
比
較
的
耕
新
£
考
へ
ら
る
h

事
項
仁

閥

ι遁
ぷ
J
~

し
第

.
項
に
就
て
は
土
鹿
市
の
植
物
聾
a
w
t
主

嵐
肥
堵
の
欄
係
に
就
て
遁
ペ
た
れ
ざ
も
土
鹿
肥
椿
は
車
に
丞

農
の
養
分
の
多
寡
に
依

b
て
の
み
決
定
す
叩
き
も
の
に
あ
ら

也
T

土
曜
層
の
物
理
的
性
質
例
令
ば
空
集
の
疏
通
、
水
の
港
建
性

温
熱
の
股
牧
性
等
縄
々
の
理
事
性
質
を
変
記
す
る
所
耐
土
曜
順

の
理
由
'
的
成
分
に
も
支
砲

e
sれ
土
曜
構
成
舟
の
舟
祈
に
就
て



化
皐
的
及
理
事
的
南
方
面
よ
り
賞
ヤ
主
選
土
媒
の
升
傾
仁

一
開
。
居
る
砂
土
.
雄
土
，
埴
土
等
の
分
類
は
理
事
的
成
分
決

定
の
結
果
な

8
砂
土
は
輔
燥
に
池
宮
有
機
質
肥
料
を
以
て
此

験
動
を
補
ひ
粘
土
は
重
粘
に
過
ぎ
有
機
質
肥
料
石
友
等
ゐ
・
使

用
し
て
此
験
動
を
改
良
す
ぺ
し
さ
な
す
釦
き
如
何
に
土
捕
の

理
事
的
性
質
の
植
物
生
育
に
掛
し
大
切
な
る
事
項
な
る
か
を

不
す
も
の
な

b
各
理
事
成
分
φ
性
質
等
は
慨
に
普
〈
照
合
せ

ら
れ
居
る
露
な
れ
ば
之
を
省
き
撃
に
只
極
め
て
簡
単
な
る
分

析
訟
を
照
曾
せ
ん
ご
す
。

土
壊
の
物
理
成
分
或
は
器
械
的
成
持
分
析
法
は
・1
壊
を
積
h
H

の
大
き
の
粒
子
に
分
析
す
る
の
方
法
に

L
て
之
れ

H
a到
し
抑
制

品
川
の
方
法
案
出
せ
ら
れ
向
れ
ざ
も
薬
方
法
の
骨
子
正
す
る
嵐

は
一
定
の
速
の
水
中
を
移
動
す
る
部
升
が
一
定
の
犬
き
を

有

す
6
の
事
項
に
基
り
る
も
の
に
し
て
此
移
動
の
速
刀
を

純
々
に
也
君
比
し
た
る
場
合
移
動
せ
る
各
部
分
を
秤
景
せ
ば
器

械
的
成
分
の
分
析
を
な
も
得
可
し
然
れ

d
T

」
も
土
め
理
論
は
粒

子
の
比
叡
友
形
吠
が
同
な
る
時
@
み
正
確
に
適
用
し
得
一
喝

き
事
に

L
て
土
壌
の
場
合
む
如
J
t
賞
際
和
*
め
比
重
及
形
状

常
宿
ぜ
る
粒
子
よ
h
な
る
材
科
に
就

τは
釦
判
に
舘
維
な
る

方
訟
を
取
る
も
附
簡
掬
抹
せ
れ
ら

L
粒
手
の
不
均
一
な
る
を

免
れ
難
し
然
れ
ず
も
斯
る
程
度
の
不
均
一
は
賞
用
品
b
輸
事
'

れ
ば
差
支
h

ゆ
か
る
叫
し
本
邦
仁
康
〈
紹
介
せ
ら
れ
居
る
M
v
z

t
ネ
、
ヲ
ル
・
，
氏
の
絢
株
分
析
法
は
精
舘
維
な
る
襲
置
さ
分

析
@
操
作
文
比
較
的
繁
鎖
に
む
て
各
地
方
に
て
逼

C
賞
行
す

る
じ
困
難
な
る
場
合
ゐ
・
り
さ
聞
〈
依
て
誌
に
は
殆
ぜ
笹
置
を

要
せ
守
操
作
も
亦
極
め
て
鮪
軍
な
る
}
方
法
を
紹
介
せ
孔
ピ

す
四
ミ
リ
メ
ー
タ
ー
直
径
の
備
を
以

τ節
過
し
凶
ミ
，

J
r
1

タ
1
以
上
の
粒
子
め
割
合
を
定
め
粗
傑
己
楠
す
鯖
遁
せ

L
土

雄
一

0
グ
ラ
ム
に
「
γ
y
e宅
品
ア
」
水
を
加
へ
て
磨
砕
し
一
イ

y

チ
に
劃

ι百
孔
を
有
す
る
備
に
て
鮪
ひ
締
H
V
上
の
部
分
は

乾
燥
秤
量

L
更
に
一
え
リ
メ
ー
タ
ー
の
直
径
の
備
に
て
再
び

締
岨
せ
し
め
錨
上
の
部
分
の
量
を
定
め
細
蝶

t
稽
す
で
う
y

メ
ー
タ
ー
以
下
の
部
分
は
計
算
に
よ
b
割
合
を
定
め
粗
砂
ご

穆

す

で
t
ン
手
に
劃
t
v
百
孔
ゐ
る
飾
を
通
過
せ
し
部
分
は
国

簡
に
移
し
高
さ
は
代
、
五
組
迄
水
を
加
へ
充
分
揖
持
せ
る
後

二
十
四
時
間
放
置
し
混
濁
せ
る
液
は
沈
澱
物
さ
持
離
し
夏
仁

水
を
加
ヘ
同
様
に
行
。
液
が
混
濁
せ

S
る
に
歪

h
τ
止
む
混

濁
品
川
は
蒸
接
乾
燥
し
秤
量
す
る
時
は
粘
主
を
得

4
L
沈

澱

物
に
は
岡
闘
筒
に
て
一

L
魁
迄
水
を
加
へ
撹
持
せ
し
後
.
百

秒
間
放
置
し
波
部
を
別
も
肢
の
補
佐
な
る
に
歪
る
迄
此
操
作

を
操
悲
し
枕
澱
物
は
乾
品
開
秤
最

ιτ
細
砂
h
?
"の
制
告
を
定
む

混
濁
せ
る
液
都
は
国
筒
内
に
て

t
、
五
艇
の
商
事
迄
水
そ
充

a伝



允
し
撮
枠
ゼ
る
後
一
二
、
五
分
間
放
置
し
機
部
さ
枕
裾
物
を

持
離
し
此
繰
作
を
被
郁
が
清
澄
な
る
に
至
る
迄
緑
返
す
被
部

は
燕
接
乾
燥
し

τ秤
量
す
る
時
は
細
微
「
シ
ル
ト
」
分
の
重
き

を
得
沈
澱
物
は
「
ジ
ル
ト
」
Z
網
す
る
部
品
川
な
り
向
上
の
如
〈

に
し
て
一
本
の
聞
筒
芭
筋
に
依
り
蝶
(
粗
様
、
細
際
V

砂
〈
粗

砂
細
砂
)
ジ
ル
ト
(

u

v

b

F

ト
及
細
微
u
v
w
t
r
)
粘
土
分
の
定
量

を
行
ふ
事
を
得
べ
し

以
上
の
分
析
の
結
果
土
壊
が
六

G
U抑
以
上
の
際
ご
ニ

O
l
一二

odwの
砂
を
含
有
せ
ば
際
土
三
朝
し
八
r

併
以
上
の
砂
及
一

C
M切
内
外
の
ジ
ル
ト
及
粘
土
A
H
を
合
有
せ
ば
砂
土
ご
稗
し
一
一
一

「
|
削

O
M切
り
砂
及
一
三
U
!大
0.併
の
し
v

b

F

ト
及
粘
土
分
を

合
有
せ
ば
境
土
三
め
栃
内
外
の
砂
及
七

|
七
五
の
シ
ル
ト

及
粘
土
舟
を
合
有
す
ゐ
時
は
埴
土
ご
解
す
以
上
限
界
の
中
間

に
あ
れ
ば
際
費
、
砂
質
、
焼
質
等
の
名
講
を
附
す
理
事
的
性

質
は
腐
植
質
及
石
灰
の
合
置
に
よ
り
影
響
せ
ら
る
h

が
故
に

之
等
も
定
量
し

τ以
τ理
事
的
性
質
を
批
評
す
る
の
用
に
供

ふ'土
壌
の
理
事
的
成
分
の
配
載
を
な
す
に
際
し
土
績
の
腰
質
物

に
就

τ略
配
す
可
し
董
し
土
壊
の
腰
質
物
な
る
事
は
延
時
盛

に
論
舎
も
れ
積
々
の
文
献
に
散
見
す
る
所
に
し
て
且
つ
土
填

め
理
事
的
性
質
に
も
至
大
の
関
係
あ
れ
ば
な

b
B質
物

ε
d

-t 

特
積
の
物
質
に
非
守
し
て
物
質
存
在
の
欣
態
に
就
で
命
名
せ

ら
れ
し
名
稿
な
り
き
れ
ば
同
一
一
物
質
に
し

τ或
は
穆
質
状
に

或
は
良
質
肢
に
存
在
す
る
事
を
得
可

L
先
づ
腰
質
溶
液
に
就

τ略
配
す
れ
ば
精
々
普
通
の
溶
液
さ
異
る
貼
ゐ
る
も
其
獄
散

カ
の
小
な
あ
事
を
皐
「
可
し
普
通
の
溶
液
に
於
て
は
溶
解
せ

し
部
分
は
蹟
散
カ
極
め
て
大
な
る
が
潟
め
に
勝
脱
の
釦
き
動

物
性
皮
膜
成
は
「
ゼ
ラ
チ
ン
」
の
如
き
他
の
眼
質
物
を
遁
む
て

容
易
に
顕
散
す
れ
共
勝
貿
溶
液
に
於
て
は
此
働
き
微
小
な
れ

ば
之
れ
に
依
b
聞
か
に
匝
別
す
る
事
を
得
可
し
叉
穆
質
溶
被

に
強
き
光
を
照
し
た
る
時
壇
賞
の
長
置
に
依
り
て
液
中
に
分

布
せ
る
粒
子
の
存
在
を
忽
め
得
ゐ
も
普
通
溶
液
の
場
合
に
は

粒
子
の
存
在
を
認
む
る
事
能
は
守
き
れ
ば
穆
質
溶
液
さ
は
沈

降
せ
ざ
る
粍
度
に
細
末
せ
ら
れ
し
粒
子
の
液
中
に
分
布
せ
ら

れ
し
も
の
芭
考
ふ
る
事
を
得
可
〈
此
粒
子
が
一
分
子
の
大
に

細
末
き
る
れ
ば
脅
遁
の
溶
被
ご
な
b
此
粒
手
穆
質
織
の
場
合

よ

b
夏
仁
大
ご
な
ち
振
輩
、
揖
持
の
如
き
外
カ
を
奥
へ
じ
時

の
み
浮
遊
せ
る
釦
き
場
合
は
「
サ
ス
ペ
シ
ジ
ヨ
シ
」
さ
帯
す
る

土
壌
中
に
以
上
の
釦
き
腰
質
溶
液
を
な
す
物
質
の
存
在
を
試

験
せ
ん
に
は
一
定
の
量
蝦
令
ば
一
わ
瓦
の
士
壊
に

一
定
量
の

水
例
百
髭
を
加
へ
振
竃
器
に

τ二
1
2一
時
間
振
麗
し
後
一

o

l
二

G
時
間
静
置
波
部
の
一
定
置
を
取
ち
一
一
分
間
三
千
同
内



外
の
逗
皮
に

τ同
轄
す
る
雄
心
分
離
器
仁
て
一
憂

1
二
C
昼

間
振
量
分
離
し
沈
降
す
可
き
は
沈
降
せ
し
め
液
部
の
一
定
量

を
勝
腕
成
は
ヨ
ロ
ヂ
オ
シ
膜
に
λ
れ
水
中
仁
設
し
晶
質
物
を

届
出
し
た
る
後
三
!
三
日
に
ず
尭
分
}
液
を
蒸
盛
乾
固
し

τ

秤
量
す
れ
ば
腰
質
被
を
な
せ
る
部
分
の
量
を
得
演
者
が
此
方

法
に
怯
り
質
験
し
た
る
成
績
に
依
れ
ば
土
壌
中
に
は
此
意
味

の
腰
質
物
は
殆

r存
在
せ
ざ
る
を
磁
め
た

b
〈
存
在
す
る
場

合
も
微
量
な
り
〉
普
通
土
壌
の
腰
質
物
の
定
量
に
土
蟻
に
「
守

ラ
カ
t
q
F

線
」
或
は
「
チ
メ

ν
シ
背
」
の
水
溶
液
を
加
へ
民
牧

せ
ら
れ
し
色
素
の
量
を
定
め
居
れ
ざ
も
蓋
し
此
量
は
土
壌
中

の
細
末
粒
子
及
腰
質
吠
沈
澱
の
量
即
も
前
記
「
ず
只
ペ
シ
ジ

ョ
ン
」
の
量
を
一
部
す
も
の
に
し
て
異
の
躍
質
溶
液
の
最
に
非

令
此
等
腰
質
沈
澱
物
は
或
は
土
粒
Z
土
粒
を
結
合
し
て
所
調

囲
粒
組
成
を
形
成
し
て
良
好
な
る
性
吠
を
興
へ
或
は
土
壊
の

養
分
に
脅
す
ゐ
援
牧
カ
を
助
長
す
る
等
有
力
な
る
働
き
あ
れ

ば
上
記
色
素
法
に
依
る
検
定
は
土
・
嵐
の
性
質
を
批
判
す
る
一

助
た
る
可
h

ヲ
を
信
4
7

・土
壌
の
謬
質
物
に
次
で
土
壌
の
酸
化
力
に
就
て
一
言
す
可

L

近
時
肥
沃
な
る
土
壌
は
酸
化
力
強
し
さ
稗
し
酸
化
カ
を
検
定

し
て
主
填
肥
痔
を
論
巷
ん
ご
す
る
も
の

b
b主
壊
の
酸
化
方

検
定
じ
は
椀
々
の
方
法
考
案
せ
ら
れ
し
も
酸
化
に
依
り
顕
著

な
る
鍵
色
を
な
す
藁
品
を
用
ふ
る
の
方
法
便
利
な
る
可
し
此

目
的
に
で
『
ア
ロ

4
v
e
」
成
は
「
ブ
エ
ノ

1
N
ア
タ

'y」
等
賞

用
せ
ら
る
演
者
は
下
記
各
地
試
駒
場
土
壌
各
一

O
瓦
に

O
、

一
併
ア
エ
ノ

1
w
フ
タ

'
v
e
液
一

O
O耗
を
加
へ
二
時
間
振

湿
し
十
八
時
開
放
置
@
後
酸
化
に
依
り
生
成
せ
ら
れ
し
「
ア

Z

ノ
l
w
ア
タ

ν
1
y
」
の
置
を
計
b
た
る
に
次
の
成
績
を

得
た
h
p

。
無肥料匝肥料匝

瓦瓦
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0、00030
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場
田
同
同
同
畑
田
畑
田
畑
田
岡
岡
畑
田

験

水

同

水

水

水

試
同
同
同
同
同
牒
同
同
同
同
岡
同
同

麟

・

牒

牒

牒

牒

川

勝

牒

牒

牒

牒

本

岡

玉

川

根

奈

馬

知

知

田

口

栃
水
一
踊
埼
香
岡
島
紳
同
群
同
愛
高
秋
山

以
上
の
成
績
中
肥
料
匝
に
し
て
酸
化
作
用
の
な
き
場
合
二
合

あ
れ
ぜ
も
他
は
皆
な
舞
肥
料
直
に
比
し
箸
し
〈
酸
他
力
大
に

し
て
酸
化
カ
E
肥
靖
の
聞
に
相
嘗
の
闘
係
あ
る
が
如
き
も
偶

-1; 
豆



ほ
多
撃
の
賞
職
を
要
す

.第
三
項
土
壌
の
細
菌
の
閥
係

ふ
ム
壊
の
細
菌
が
土
壌
肥
痔
に
関
係
ゐ
る
事
は
論
を
侠
花
守
層

々
士
壌
の
細
菌
敏
を
検
し
て
土
域
の
肥
沃
度
を
知
り
得

Z
な

す
如
き
所
論
き
へ
見
る
慮
な
り
土
域
細
菌
の
輔
類
は
種
々
ゐ

れ
共
其
肥
清
己
直
接
聞
係
あ
る
は
窒
素
に
閥
係
あ
る
も
の
な

4
可
し
依
り
て
之
に
就
て
略
記
せ
ん
に
次
の
如
き
穂
類
あ

b

.
〈一

u
ア
ン
毛
品
ヤ
化
成
菌

c
rv硝
酸
菌
っ
こ
〉
窒
素
薗
ハ
四
〉
根

癌
蘭
‘
ア
シ
毛
申
一
ヤ
化
成
薗
は
複
雑
な
る
有
機
化
合
物
を
分

解
し
て
其
中
の
窒
棄
を
「
ア
ン
毛
品
ヤ

L
tす
る
細
菌
に
し
て

有
機
質
肥
料
叉
は
腐
植
質
中
の
窒
棄
の
植
物
に
既
牧
せ
ら
る

h

に
至
る
は
主
ご
，し
て
此
細
菌
の
作
用
に
依
る
此
を
試
験
せ

ん
に
は
一
定
量
の
土
壌
じ
水
ご
及
び
カ
ゼ
イ
ン
血
粉
の
如
き

合
窒
素
有
機
物
を
加
へ
一
定
時
聞
の
後
生
成
せ
ら
れ
し
円
ア

y

毛
・
品
ヤ
」
を
定
量
比
峻
す
れ
ば
可
な
hv
硝
酸
菌
は
「
ア
ン
毛

-
一
ヤ
」
を
夏
ら
に
酸
化
し
て
硝
酸
芭
な
す
細
菌
に
し
て
二
種

の
細
菌
の
働
き
に
依
る
即
ち
一
は
「
ア
ン
屯
品
ヤ
」
を
亜
硝
酸

ぜ
な
し
他
は
亜
硝
酸
を
硝
酸
さ
な
す
も
の
な
b
之
を
試
験
せ

ん
に
は
土
壌
に
硫
酸
「
ア
シ
を
ユ
ヤ
」
の
如
き
遁
嘗
の
「
ア
シ

毛
品
ヤ
」
剤
を
加
へ
一
定
時
間
の
後
土
鳩
中
に
生
成
せ
ら
れ

-b 
岡

し
硝
酸
の
定
量
を
な
し
蛇
模
す
れ
ば
可
な
り
。

窒
素
薗
Z
は
空
中
に
存
在
す
る
遊
離
窒
素
を
同
化
し
植
物
の

生
育
に
有
効
な
る
形
態
に
型
化
す
る
細
菌
に
し

τ此
存
在
が

土
壌
の
良
否
に
閥
係
ゐ
る
は
自
明
の
事
な
b
此
存
在
を
試
験

せ
ん
に
は
凡
そ
五
百
グ
ラ
ム
の
土
壌
に
二
%
の

寸
マ
シ
-
一
ツ

-F

」
を
加
へ
水
効
を
加
へ
で
水
升
を
遁
笛
に
な
し
こ
!
三
週

間
の
後
窒
素
の
増
加
を
分
析
す
れ
ば
可
な
り
人
工
的
に
培
養

し
て
有
カ
な
る
窒
素
固
定
力
ゐ
る
細
菌
培
養
物
を
得
た

b
ま

稀
L
販
貰
す
る
場
合
あ
れ
ざ
も
土
壌
に
態
々
之
を
添
加
す
る

要
あ
h
y
や
否
や
問
題
な
る
可
し
耕
転
し
て
空
気
の
流
通
を
可

良
に
し
埴
営
の
石
灰
及
有
機
物
を
供
給
し
て
現
存
す
る
細
菌

の
働
き
を
充
分
接
揮
せ
し
む
る
事
寧
ろ
念
務
な
る
可
し

根
癌
蘭
さ
は
特
に
萱
科
植
物
の
根
癖
中
存
在
し
空
中
竃
棄
を

同
化
す
る
働
き
ゐ
る
細
菌
に
し
て
種
々
の
種
類
あ
り
輩
科
植

物
が
窒
素
肥
料
を
要
せ
ぎ
る
は
全
〈
根
癒
薗
の
作
用
に
依
る

此
細
菌
の
窒
素
固
定
カ
は
頗
る
頴
著
な
れ
ば
事
情
の
許
す
限

h
J
萱
科
植
物
の
栽
培
を
行
ひ
之
を
緑
肥
さ
し
で
利
用
す
る
は

間
接
に
空
中
窒
棄
を
利
用
す
る
所
以
に
し
て
大
に
奨
踊
す
可

、
き
事
さ
信
子
根
癌
薗
を
人
工
的
に
培
養
し
て
之
れ
を
主
蟻
或

は
精
子
に
接
種
す
る
事
は
欧
米
に
於
て
行
は
れ
此
培
養
物
に

「
-
一
ト
ラ
ギ
シ
」
「
品

V
'
g
ャ

1
ム
」
「

A
1
4唱
ジ
ャ

1
ム
L



「
v
d
T

ヲ
ム
、
バ
グ
テ
咽
y

ヤ
」
オ
ユ
ト
ラ
ギ
シ
、
プ
ロ

d
v

ク
サ

1
」
等
純
々
の
名
掃
を
附
し
て
販
費
す
れ
ざ
も
普
通
の
耕
土

仁
於
て
は
常
に
此
細
菌
存
在
す
れ
ば
遁
嘗

m有
機
物
石
灰
、

鰐
肥
の
補
給
を
な
し
角
能
〈
耕
転
し
て
温
風
を
可
良
な
ら
し

む
れ
ば
前
記
の
如
き
培
養
薗
を
加
ふ
る
の
必
要
な
か
る
可
し

只
新
開
地
に
萱
科
植
物
を
栽
培
せ
ん
ぎ
す
る
場
合
に
は
前
記

の
培
養
物
を
加
ふ
れ
ば
願
書
な
る
結
果
を
得
可
き
も
此
場
合

仁
は
慨
に
度
々
萱
科
植
物
を
栽
培
し
た
る
耕
土
を
少
し
〈
表

面
に
客
土
し
て
大
開
同
様
の
目
的
を
達
し
得
可
し
以
上
続
々

の
細
菌
は
積
極
的
意
味
に
於
て
土
壌
の
肥
痔
に
闘
係
あ
る
細

菌
頼
な
れ
ぜ
も
伺
援
に
脱
窒
素
ご
精
し
硝
酸
曜
を
還
元
し
て

・
遊
離
窒
素
巴
な
し
窒
素
の
損
失
を
な
す
細
菌
あ
り
空
気
の
流

通
悪
し
き
場
合
に
可
溶
有
機
物
の
存
在
し
且
硝
酸
盤
存
在
す

る
時
は
此
作
用
を
起
す
水
田
に
硝
石
を
施
し
殊
に
堆
肥
の
如

き
有
機
質
肥
料
を
共
に
施
す
場
合
に
此
作
用
綱
審
に
起
b
成

は
堆
肥
腐
熟
の
際
硝
石
の
如
き
を
混
入
す
る
時
は
此
作
用
を

起
し
て
窒
棄
の
損
失
を
来
せ
ぜ
も
排
水
耕
栽
等
に
依
b
空
無

の
流
通
を
可
良
芯
ら
し
め
或
は
此
作
用
の
起
る
危
険
あ
る
場

合
に
は
硝
石
の
使
用
及
殊
に
有
機
質
肥
料
E
の
共
用
を
避
〈

る
事
に
依
h
y
此
原
因
に
依
る
損
失
を
防
「
事
を
得
可
し
o

以
上
は
土
旗
中
の
主
な
る
細
菌
に
就
て
異
に
大
要
を
遁
ぺ
花

る
も
の
な
れ
ざ
る
最
後
に
附
記
し
た
き
は
土
填
細
菌
の
部
分

殺
菌
の
殻
果
な
ち
即
ち
土
壌
を
百
度
内
外
に
つ
二
時
間
加

熱
し
成
は
ニ
硫
化
決
素
「
ト
世
F

エ

1
ン
」
等
の
殺
菌
剤
の
蒸
気

に
鯛
し
め
全
部
の
細
菌
の
死
滅
せ
ざ
る
秤
度
に
一
部
分
殺
菌

す
る
時
即
も
所
謂
部
分
殺
菌
を
行
ふ
時
は
土
壊
の
生
産
力
は

著
し
〈
増
加
す
此
原
因
は
或
は
土
填
養
分
が
有
数
性
に
襲
化

せ
ら
る
h

に
依
る
さ
し
或
は
土
場
中
の
純
々
の
細
菌
の
中
有

害
な
る
細
菌
の
生
活
を
抑
制
し
て
有
盆
な
る
細
菌
の
生
活
を

助
長
す
る
に
あ
り
芝
せ
ら
れ
し
も
詳
細
な
る
碗
究
に
依
り
細

菌
を
食
物
ご
し
て
生
活
す
る
他
の
生
物
の
生
活
を
抑
制
し
て

有
用
な
る
細
菌
の
繁
殖
を
盛
な
ら
し
む
る
に
在
る
が
如
し

倫
植
物
の
細
菌
に
劃
す
る
影
響
も
注
意
す
可
き
事
項
な
り

即
も
植
物
は
根
よ
り
有
用
な
る
物
質
成
は
有
害
な
る
物
質
を

分
勝
し
て
細
菌
の
活
動
に
影
響
し
植
物
の
土
壊
に
脅
す
る
閥

係
は
従
来
の
如
〈
車
に
養
分
の
既
牧
、
又
は
理
事
的
性
質
に

劃
す
る
影
響
の
み
な
ら
守
上
記
の
如
き
他
に
重
大
な
る
作
用

の
あ
る
可
き
事
近
時
簡
明
し
つ
h

あ
り
輪
作
の
影
響
芭
し
て

は
従
来
養
分
の
闘
係
の
み
に
て
説
明
せ
ん
さ
試
み
た
れ
ず
も

以
上
の
如
き
方
面
よ
b
も
研
究
す
る
は
賞
に
興
味
ゐ
る
事
志

信
4
7
0

-

ー，

-& 
豆



第
四
項
土
壌
の
有
害
物

の
影
響

土
壌
中
に
有
害
物
存
在
す
る
時
は
其
の
土
壊
の
宜
し
か
ら
ざ

る
事
は
自
明
の
事
な
b
土
擾
中
の
有
害
物
を
大
別
す
れ
ば
、

ハ
一
)
多
量
の
存
在
仁
依
り
有
害
作
用
を
起
す
場
合
会

G
微
量

の
存
在
に
依
り
有
害
作
用
を
起
す
場
合
の
二
つ
の
場
合
あ

b

竺
)
は
普
通
ア
ル
カ

9

1土
壌
ご
帯
す
る
場
合
に
し

τ何
れ

も
土
焼
中
仁
多
量
の
可
溶
性
瞳
額
(
鹿
北
ツ

1
ダ
、
最
酸
ソ

ー
ダ
)
等
の
堆
積
に
依
り
土
填
の
溶
液
護
厚
ご
な
り
積
物
生

育
に
遁
せ

g
る
吠
態
に
在
る
も
の
に
し
て
車
に
中
性
の
可
溶

性
堕
類
の
堆
積
せ
し
は
白
色
ア
戸
カ

9
1
t
雄
ご
稽
し
反
陸

中
性
な
b
之
れ
に
茨
酸
曹
遣
を
混
守
る
時
は
黒
色
の
土
嬢
有

機
物
を
溶
解
し
黒
色
の
沈
澱
物
を
生
令
る
が
故
に
黒
色
ア
ル

ヵ
ヲ

1
土
旗
古
橋
し
反
臆
は
ア
ル
カ

9

1
性
な
b
之
れ
等
は

降
雨
少
き
燕
騰
作
用
の
盛
な
る
地
方
叉
は
海
水
を
受
付
し
土

規
に
存
在
す
改
良
法
ご
し
て
は
濯
既
排
水
し
て
可
溶
性
物
を

除
去
す
る
を
最
も
宜
し
ま
し
石
膏
の
使
用
色
亦
有
数
な
り
。

ハ
二
〉
の
場
合
ご
し
て
低
記
V

ユ
ラ
イ
ナ
ー
氏
の
分
離
せ
る
有

機
性
毒
物
の
存
在
す
る
場
合
碩
毒
地
の
揚
合
及
土
織
の
反
廊

酸
性
な
る
場
合
等
を
列
記
し
得
可
し
有
機
性
毒
物
は
酸
化
を

4回
大

進
め
石
灰
を
使
用
し

τ除
去
し
得
可
〈
破
毒
地
に
於

τは
毒

物
の
混
合
す
る
原
因
を
除
き
石
灰
の
使
用
に
依
h
y
大
睡
除
害

し
得
可
し
土
壊
の
反
廊
酸
性
な
る
場
合
は
或
は
涯
に
列
記
す

る
は
遁
富
な
ら
ぎ
る
嫌
ゐ
れ
ざ
便
宜
援
に
記
載
せ
ん
、
之
れ

し
就
て
少
し
〈
述
ん
仁
等
し
〈
土
壊
の
酸
性
反
鹿
さ
云
ふ
も

未
飽
和
腐
植
酸
の
存
在
、
肥
料
の
施
用
法
宜
敷
を
得
守
し

τ

硫
酸
成
は
其
酸
性
盤
の
知
き
可
溶
性
酸
の
堆
積
を
来
し
た
る

場
合
破
毒
地
に
於
て
硫
化
積
の
酸
化
に
依
り
硫
酸
威
は
其
酸

性
曜
の
存
在
す
る
場
合
等
吉
之
等
の
何
れ
の
場
合
に
も
遁
合

せ
守
し
て
偶
酸
の
存
在
す
る
ご
同
様
の
性
質
を
表
す
場
合
ご

二
つ
の
場
合
あ
り
後
者
は
米
闘
に
於
て
陰
性
酸
ご
稗
し
我
闘

に
於
て
積
質
酸
性
土
壊
さ
調
す
る
も
の
な
b
此
酸
性
土
填
は

激
し
〈
石
灰
の
如
き
盟
基
性
物
の
流
失
し
た
る
結
果
土
壊
に

盟
類
械
を
加
ふ
る
時
、
盤
基
の
駿
牧
の
結
果
被
@
酸
性
に
韓

化
す
る
に
依
る
。

A
T
少
し
〈
土
旗
の
殴
牧
に
就
て
述
ん
に
大
別
し
て
硫
酸
、
燐

酸
の
如
き
酸
性
物
の
殴
牧
さ
石
友
.
加
里
の
如
き
堕
基
性
物

の
殴
牧
ご
に
舟
つ
事
を
得
可
し
o

叉
mm牧
の
方
法
に
就
て
論
守
れ
ば
化
事
的
措
理
化
の
起
り
し
結

果
不
溶
性
化
合
物
の
生
成
に
依
b
て
起

b
し
殴
牧
さ
微
粒
子

の
表
面
の
物
理
的
錘
化
吉
見
倣
き
る
h

既
着
現
象
に
依
る
場

• 



舎
の
二
つ
に
分
類
す
る
事
を
得
可
し
‘
土
壌
に
依
る
酸
性
物

の
殴
牧
は
顕
著
な
ら
守
只
錨
酸
が
土
焼
中
の
鶴
、
欝
土
、
石

灰
等
E
化
合
も
て
不
溶
性
鍵
酸
化
合
物
を
作
る
に
起
閃
す
る

化
事
前
殴
牧
を
畢
げ
得
る
の
み
に
し
て
主
主

L
て
瞳
基
性
物

の
吸
牧
せ
ら
る
h

の
み
な
り
其
の
方
法
も
主
さ
し
て
吸
着
作

用
に
し
て
不
溶
性
化
合
物
の
生
成
に
依
る
場
合
は
顕
著
な
ら

ぎ
る
可
し
(
此
場
合
の
化
事
的
殴
牧
吉
原
着
芭
を
明
か
に
区

別
す
る
は
困
難
な

b
)
以
上
の
盟
基
の
殴
牧
も
一

一の
場
合
あ

h
y
--
つ
は
土
壌
が
瞳
基
に
陶
和
し
居
る
時
は
新
し
き
瞳
基
の

吸
牧
さ
共
に
土
壇
申
の
瞳
基
は
液
中
に
浸
出
せ
ら
れ
所
謂
護

換
的
民
牧
を
な
す
比
場
合
曜
類
液
を
加
ふ
る
ち
被
は
酸
性
に

畠
霊
化
す
る
事
な
し
而
れ
ざ
も
土
揚
が
盟
基
に
不
飽
和
な
る
場

合
に
は
殴
牧
作
用
は
非
費
換
的
に
行
は
れ
従
っ
て
瞳
類
液
を

用
ふ
る
時
は
液
は
酸
性
ご
な
る
従
っ
て
酸
性
土
壊
さ
は
盤
基

に
蛾
乏
せ
る
震
め
土
壌
は
聾
基
に
聾
し
未
飽
和
の
状
態
に
あ

ち
て
従
っ
て
非
変
換
的
堕
基
の
民
牧
を
符
ふ
土
壊
な
る
事
明

か
な
り
穂
性
土
携
の
水
浸
出
液
は
中
性
な
&
ヲ
さ
せ
ら
れ
し
も

電
気
的
方
法
に
依

b
糟
密
に
水
浸
出
液
の
水
素
4
オ
シ
の
漫

皮
を
測
定
す
れ
ば
明
か
に
酸
性
な
b
今
泊
者
が
敏
概
の
酸
性

土
鳩
を
用
。
て
測
定
せ
し
結
果
を
記
概
す
れ
ば
次
の
如
し

陶

器
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右
表
中
阿
川
国
は
水
素
4
オ
シ
濃
度
の
指
数
に
し
て
可
む
な
る
場

合
は
中
性
に

J

『
よ
り
大
な
る
は
ア
作
カ
リ

1
性
に
吋
よ

b
小
な

る
は
酸
性
な
る
を
示
す
数
字
の
意
味
は
例
令
ば

puな
る
場

】

同

]

戸

」

削

】

C
C

。。。

合
は
一
立
中
に
水
素
イ
オ
ン

百
高
見
?
の

一
グ

ラ
ム
存
在
す
さ
の
意
味
な
b
叉
酸
性
皮
は
土

壌
百
グ
ラ
ム
を
十
分
の
一
規
定
塩
化
加
里
に
て
浸
問
せ
し
液

を
中
和
せ
る
に
用
。
し
十
分
の
一
規
定
苛
性
曹
遣
の
粍
の
敢

な

b
大
工
原
博
士
の
方
法
に
て
は
一
規
定
蝿
化
加
盟
を
用
。

居
る
故
に
上
の
披
宇
は
大
工
原
民
法
に
依
る
結
果
よ

b
著
し

{
小
な
る
可
し
右
に
依
り
酸
性
土
犠
の
水
浸
出
液
が
明
か
に

... ... 



酸
性
な
る
を
知
る
葉
原
因
は
比
較
的
溶
解
度
低
き
一
輔
の
硫

酸
雑
土
及
型
化
磐
土
の
存
在
が
主
同
な
る
可
し
酸
性
度
の
原

因
は
右
酸
性
物
及
所
調
腰
質
合
水
曜
醍
磐
土
の
曜
基
に
劃
す

る
殴
牧
作
用
に
依
る
改
良
法
さ
し

τは
石
灰
に
て
盤
基
を
飽

和
せ
し
め
且
有
機
関
肥
料
を
用
ひ
て
有
機
物
を
補
ひ
且
燐
駿

は
頗
る
触
乏
す
る
を
普
通
芭
す
る
故
に
鱒
肥
を
供
給
す
る
の

要
ゐ

b

七
九

以
上
四
項
に
於
て
記
載
せ
じ
事
項
は
土
壇
肥
椿
に
閥
係
あ
る

主
な
る
事
項
の
極
め

τ大
要
を
述
べ
た
る
も
の
に
し

τ其
中

山
町
将
来
の
研
究
を
要
す
可
き
も
の
多
〈
之
等
を
以
て
直
に
貰

地
に
遁
用
し
得
可
し
芭
は
考
へ
ら
れ
ぎ
れ
ざ
も
或
は
将
来
の

碗
究
上
多
少
の
奉
考
ま
も
な
ら
ば
演
者
の
幸
甚
之
す
る
慮
な

b

〈
了
〉
門
大
正
八
年
七
月
v

紫
雲
英
の
稲
作
に
及
降
す
影
響
及
其
有
害
作
用
の

原
因
に
就
て

一
、
緒

論

稲
作
栽
培
に
於
り
る
紫
雲
英
の
影
響
ご
其
有
害
作
用
を
及
ぽ

す
原
悶
に
つ
い
て
申
上
げ
た
い
さ
思
砂
ま
す
、
つ
ま
り
紫
雲

英
を
緑
肥
さ
し
て
守興
へ
る
ま
土
壊
の
精
類
に
よ

h
叉
紫
雲
英

の
施
用
量
芭
に
よ
っ
て
稲
作
に
著
し
い
影
響
を
呈
し
有
害
作

用
を
現
し
ま
す
、
私
は
此
の
吠
贈
さ
有
害
作
用
の
原
因
ご
を

農
事
得
業
士

小
野
寺
伊
勢
之
助

碗
究
し
紫
雲
英
を
多
〈
奥
へ
て
窒
素
肥
料
の
代
則
を
な
し
有

害
作
用
を
除
き
た
い
さ
云
ふ
の
が
終
局
の
希
望
で
あ
b
ま
す

肥
料
三
一
努
賃

却
設
栽
培
に
嘗
り
ま
し
て
生
産
費
の
最
も
主
な
る
地
位
を
占

め
て
居
b
ま
す
の
は
肥
料
代
さ
勢
貨
で
あ
h
p
ま
す
、
勢
賃
は

各
農
家
の
自
給
ず
』
し

τ費
る
肥
料
代
中
何
が
一
番
金
額
が
多
.


